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問　

事
業
の
早
期
実
施
に
よ

る
、
利
益
の
増
加
を
図
る

と
い
う
コ
ス
ト
意
識
に
つ
い

て
は
。

答 

総
務
部
長

職
員
一
丸
と
な
り
、
事
業
の

早
期
実
現
に
よ
り
利
益
増
加
を

図
る
と
い
う
コ
ス
ト
意
識
を
含

め
た
更
な
る
行
財
政
改
革
へ
の

意
識
付
け
を
深
め
ま
す
。

問　

他
部
署
と
の
共
同
実
施

に
よ
る
費
用
の
圧
縮
を
検

討
す
る
と
い
う
コ
ス
ト
意

識
と
行
財
政
改
革
課
の
役

割
に
つ
い
て
は
。

答 

総
務
部
長

行
財
政
改
革
推
進
計
画
を
策

定
す
る
際
に
、
他
部
署
と
も
幅

広
く
横
断
的
に
協
議
や
意
見
交

換
を
行
っ
て
き
た
経
過
が
あ
り

ま
す
。

更
に
、
本
年
５
月
か
ら
本
庁

舎
へ
統
合
さ
れ
、
組
織
体
制
も

整
う
た
め
、
一
段
と
部
局
の
枠

を
超
え
た
事
務
執
行
体
制
が
図

れ
ま
す
。

他
部
署
と
の
共
同
実
施
に
よ

る
費
用
の
圧
縮
な
ど
具
体
的
な

取
り
組
み
手
法
に
つ
い
て
は
、

重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
連
携
可
能
な
事

業
や
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
取
り
組
み
手
法
な
ど

を
協
議
し
ま
す
。

問　

提
案
募
集
方
式
を
積
極

的
に
活
用
す
る
な
ど
市
民

福
祉
の
向
上
に
向
け
て
自

ら
切
り
開
い
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考

え
る
が
、
職
員
自
身
が
コ

ス
ト
で
あ
る
と
い
う
コ
ス
ト

意
識
に
つ
い
て
は
。

答 

総
務
部
長

　

人
件
費
も
コ
ス
ト
で
あ
る
と

認
識
を
し
て
お
り
、
費
用
対
効

果
を
判
断
す
る
際
は
、
人
件
費

を
含
め
た
形
で
評
価
を
し
て
い

ま
す
。
市
の
人
材
育
成
基
本
方

針
に
お
い
て
「
自
ら
主
体
的
に

考
え
行
動
し
、
そ
の
事
に
よ
っ
て

新
し
い
事
を
知
り
学
ぶ
職
員
を

育
て
る
事
」
と
し
て
い
ま
す
。

改
革
の
実
行
者
は
、
一
人
ひ
と
り

の
職
員
で
あ
る
事
を
再
認
識
し
、

更
な
る
意
識
付
け
の
徹
底
を
図

り
ま
す
。

　

提
案
募
集
方
式
の
積
極
活
用

に
つ
い
て
も
「
で
き
な
い
発
想
か

ら
ど
う
し
た
ら
で
き
る
発
想
」
へ

と
意
識
改
革
へ
の
視
野
を
広
げ

る
な
ど
、
制
度
の
仕
組
み
な
ど

を
研
究
す
る
機
会
を
設
け
ま
す
。

問　

全
庁
的
業
務
改
善
運
動

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
評

価
は
。

答 

総
務
部
長

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
コ

ス
ト
削
減
な
ど
、
一
定
の
効

果
に
繋
が
っ
た
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
お
い
て
は
、
継
続
に
繋

が
ら
な
い
部
分
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
は
、
新
し
い
職
員
研

修
と
し
て
形
を
変
え
て
、
事

業
実
施
の
検
討
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

※
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
全
国

　

的
な
制
度
改
正
の
募
集
を
募

　

る
こ
と
。

廣部　真造  議員

コ
ス
ト
意
識
を
高
め
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、

市
民
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

職
員
自
身
が
コ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ス
ト
意
識
は
。

答

行財政改革推進計画に

おける現状認識について

皆様の声を 高島市政に
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急
速
に
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
児
童
虐
待
・
高
齢
者
虐
待

の
事
件
、
相
談
件
数
が
増
え
て

い
る
。

本
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

問　

児
童
相
談
所
・
警
察
等

と
の
連
携
は
。

答 

子
ど
も
未
来
部
長

児
童
相
談
所
や
警
察
等
と

「
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
」
を
設
置
し
、
情
報
共
有
や

子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
と
き
は
、
迅
速
に
援

助
要
請
を
行
う
な
ど
、
連
携
を

図
り
な
が
ら
対
応
を
行
っ
て
い

ま
す
。

問　

高
島
市
の
児
童
虐
待
相

談
対
応
件
数
は

答 

子
ど
も
未
来
部
長

平
成
27
年
度
が
2
0
8
件
、

平
成
28
年
度
が
2
2
3
件
、

平
成
29
年
度
が
3
0
7
件
と

年
々
増
加
傾
向
で
す
。

こ
の
背
景
に
は
、
近
年
、
虐

待
に
関
す
る
事
件
報
道
が
多
い

こ
と
や
虐
待
防
止
の
啓
発
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と

で
、
市
民
の
関
心
も
高
ま
り
相

談
や
通
告
に
結
び
つ
い
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

再
婚
相
手
か
ら
の
虐
待

が
非
常
に
多
い
と
思
わ
れ

る
。
婚
姻
届
出
や
住
所

変
更
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、

様
々
な
ケ
ー
ス
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
体
制
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

答 

子
ど
も
未
来
部
長

子
ど
も
家
庭
相
談
課
と
健
康

推
進
課
が
連
携
し
、
出
生
前
か

ら
様
々
な
機
関
と
の
連
携
の
中

で
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
転
出
入
に
お
い
て
は
、

児
童
虐
待
家
庭
や
そ
の
疑
い
の

あ
る
家
庭
が
他
市
町
村
へ
転
出

す
る
場
合
、
法
に
基
づ
き
情
報

提
供
（
通
告
）
を
行
い
、
転
入

の
場
合
に
お
い
て
も
他
市
町
村

か
ら
情
報
提
供
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
訪
問
、
面
談
に
よ
り
必

ず
確
認
を
行
い
適
切
な
対
応
に

努
め
て
い
ま
す
。

問　

国
の
児
童
虐
待
防
止
対

策
体
制
総
合
強
化
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
２
０
２
２
年

度
ま
で
に
全
国
市
町
村
に

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
を
設
置
す
る
と
さ
れ
て

い
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答 

子
ど
も
未
来
部
長

今
ま
で
の
制
度
等
で
対
応
で

き
な
い
事
案
も
増
え
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
４
月
か
ら
新
し

く
設
置
さ
れ
る
予
定
の
「
く
ら

し
連
携
支
援
室
」
の
目
的
で
あ

る
、
相
談
窓
口
と
し
て
の
包
括

的
相
談
支
援
体
制
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
総
合
的
な
拠
点
整

備
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
ま

す
。

子ども家庭総合支援拠点の設置について、
市の考えは。

総合的な拠点整備について調査研究します。
答

河越　安実治  議員

一般質問

児童虐待・障がい者虐待・

高齢者虐待について
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問　

農
地
集
積
に
よ
る
担
い

手
農
家
の
競
争
力
強
化
に

つ
い
て
問
う
。

答 

農
林
水
産
部
長

市
で
は
集
落
に
出
向
き
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」の
策
定
を
推
し
進

め
る
一
方
で
、将
来
の
担
い
手
の
確

保
や
農
地
の
有
効
活
用
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

今
後
は
、未
策
定
の
集
落
で
の

策
定
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、こ

れ
を
基
盤
に
農
地
中
間
管
理
機
構

や
農
業
委
員
会
と
連
携
し
、そ
の

プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
た
認
定
農
業

者
や
中
心
経
営
体
な
ど
の
担
い
手

へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
に
よ
る

農
作
業
の
省
力
・効
率
化
と
経
営

規
模
拡
大
に
よ
る
農
業
経
営
の
安

定
と
競
争
力
の
強
化
が
図
ら
れ
る

よ
う
支
援
に
努
め
ま
す
。

問　

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の

今
後
の
更
な
る
策
定
に
向

け
、
進
め
方
は
ど
う
し
て

い
く
の
か
。

答 

農
林
水
産
部
長

国
の
潮
流
と
し
て
、
実
効
性

あ
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の

策
定
を
進
め
る
よ
う
検
討
さ
れ

て
お
り
、
す
で
に
策
定
済
み
の

集
落
に
お
い
て
も
見
直
し
が
必

要
に
な
る
集
落
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
関
係
機
関
・
団
体

が
連
携
し
て
、
地
域
へ
の
働
き

か
け
、
支
援
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　

「
世
代
を
つ
な
ぐ
農
村
ま

る
ご
と
保
全
向
上
対
策
」

に
取
り
組
む
集
落
は
、
ど

の
程
度
の
割
合
か
。　
　

　

ま
た
、
取
り
組
め
な
い

で
い
る
集
落
や
広
域
活
動

組
織
に
参
加
し
な
か
っ
た

活
動
組
織
へ
の
今
後
の
働

き
か
け
は
ど
う
す
る
か
。

答 

農
林
水
産
部
長

対
象
農
地
を
有
す
る
対
象
集

落
１
３
４
の
う
ち
１
１
７
の
集

落
、
割
合
に
し
て
８
割
を
超
え

る
集
落
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。今

後
は
、
広
域
組
織
を
中
心

に
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
取

り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

未
加
入
の
集
落
、
や
め
ら
れ
た

集
落
に
つ
い
て
も
、
事
務
負
担

の
軽
減
や
将
来
的
な
取
り
組
み

の
方
策
に
つ
い
て
、
ほ
か
の
集

落
の
事
例
も
周
知
・
広
報
し
、

取
り
組
み
を
広
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　

広
域
組
織
の
役
割
は
何

か
。

答 

農
林
水
産
部
長

複
雑
な
事
務
を
地
域
に
代

わ
っ
て
担
う
こ
と
に
よ
り
、
地

域
組
織
役
員
の
事
務
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
。
ま
た
、
参
画
さ

れ
る
76
組
織
の
取
り
組
ま
れ
て

い
る
状
況
や
工
夫
、
知
恵
を
共

有
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

全
体
の
取
り
組
み
の
向
上
が
図

ら
れ
、
農
村
環
境
を
守
る
人
材

育
成
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
学
校
教
育
の
課
題
に
つ
い
て

秋永　安次  議員

８
割
を
超
え
る
集
落
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

答世代をつなぐ農村まるごと保全向上対策事業　生態系保全活動の様子

「
世
代
を
つ
な
ぐ
農
村
ま
る
ご
と
保
全
向
上
対
策
」
に

取
り
組
む
集
落
の
割
合
は
。

担い手農家の経営安

定と農地・農業用施

設の保全について

皆様の声を 高島市政に
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問　

自
転
車
を
用
い
た
観
光

振
興
は
。

答 

商
工
観
光
部
長

市
民
有
志
に
よ
る
「
高
島
ロ

ン
グ
ラ
イ
ド
１
０
０
」
が
開
催

さ
れ
て
お
り
、
ビ
ワ
イ
チ
と
の

相
乗
効
果
も
見
込
ま
れ
、
観
光

振
興
の
面
か
ら
も
市
を
代
表
す

る
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
人
気
の
高
ま
り
と
定
着
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

す
。本

年
度
か
ら
新
た
に
宿
泊
施

設
と
連
携
し
、
特
典
付
き
宿
泊

プ
ラ
ン
の
提
供
な
ど
の
取
り
組

み
も
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
も
引
き
続
き
大
会
を
支
援

す
る
と
と
も
に
サ
イ
ク
リ
ス
ト

向
け
の
市
内
周
遊
マ
ッ
プ
等
の

作
成
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

問　

自
転
車
を
用
い
た
健
康

づ
く
り
は
。

答 
商
工
観
光
部
長

ビ
ワ
イ
チ
等
を
き
っ
か
け
に

自
転
車
へ
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
自
転
車
を
活
用
し
た
健

康
づ
く
り
へ
の
機
運
の
醸
成
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

問　

自
転
車
の
活
用
推
進
に

向
け
た
購
入
助
成
金
の
支

援
は
ど
う
か
。

答 

商
工
観
光
部
長

現
時
点
で
、
助
成
金
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
国
の
動
向
や

他
市
の
取
組
み
状
況
等
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

問　

び
わ
湖
一
周
ロ
ン
グ
ラ
イ

ド
の
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地

点
へ
の
応
募
は
。

答 

商
工
観
光
部
長

賤
ケ
岳
ト
ン
ネ
ル
が
非
常
に

狭き
ょ
う
あ
い
隘
で
、
交
通
規
制
上
で
の
時

刻
制
限
が
あ
り
、
長
浜
市
と
彦

根
市
の
交
互
開
催
と
な
っ
て
い

る
の
が
実
情
で
す
。

少
し
で
も
地
域
の
経
済
効
果

を
高
め
る
た
め
、
海
津
か
ら
メ

タ
セ
コ
イ
ア
並
木
を
経
由
す

る
、
全
長
１
６
０
キ
ロ
の
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
ド
コ
ー
ス
を
新

た
に
設
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

問　

サ
イ
ク
リ
ス
ト
立
ち
寄
り

ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
ス
テ
ー
ジ

ク
ス
高
島
の
入
口
前
改
修

は
。

答 

商
工
観
光
部
長

県
に
お
い
て
自
転
車
の
走
行

環
境
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、

整
備
区
間
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
順
次
整
備
し
て
い
た
だ
け

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

滞
在
先
へ
の
荷
物
の
配

送
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
は
高

い
と
思
う
が
現
状
は
。

答 

商
工
観
光
部
長

各
宿
泊
施
設
で
判
断
さ
れ
る

こ
と
で
す
が
、
積
極
的
に
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
情
報
提
供
を
し
て
い
き
ま

す
。

問　

周
辺
自
治
体
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答 

商
工
観
光
部
長

ビ
ワ
イ
チ
推
進
市
町
会
議
等

を
通
じ
て
、
連
携
を
密
に
し
、

ビ
ワ
イ
チ
利
用
者
の
満
足
度
を

高
め
な
が
ら
注
目
度
も
高
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
本
市
に
お
け
る
結
婚
支
援
に

つ
い
て

自
転
車
活
用
推
進
計
画
な
ど
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
　
　

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

サイクルスポーツに

よる観光振興と健康

づくりについて

早川　浩德 議員

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
自
転
車
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
も
調
査
研
究
し
ま
す
。

答

一般質問
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問　

高
齢
化
と
社
会
の
希
薄

化
等
で
、
身
寄
り
の
な
い

方
の
孤
独
・
孤
立
死
が
増

え
、
生
活
困
窮
も
進
む
。

　

市
の
社
会
福
祉
の
観
点

は
。

答 

健
康
福
祉
部
長

終
末
期
を
迎
え
た
時
、
人
と

し
て
尊
厳
を
保
っ
て
死
を
迎
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

災
害
時
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
等
へ
の
安
否
確
認
、
急
病

等
に
備
え
「
命
の
バ
ト
ン
」
の

配
布
な
ど
、
地
域
の
民
生
委
員

と
連
携
し
た
見
守
り
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

問　

高
齢
者
の
生
活
実
態
や

生
活
困
窮
の
状
況
は
。

答 

健
康
福
祉
部
長

65
歳
以
上
高
齢
世
帯
は
約

1
万
世
帯
で
あ
り
、う
ち
ひ
と
り

暮
ら
し
は
2
1
5
8
世
帯
で
す
。

問　

社
会
福
祉
協
議
会
が
中

心
に
実
施
し
て
い
る
自
治

会
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
取
り
組
み
は
。

答 

健
康
福
祉
部
長

91
区
・
自
治
会
が
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。

問　

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
に
参
加
し
て
い
る
事

業
所
数
は
。

答 

健
康
福
祉
部
長

約
60
事
業
所
ほ
ど
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

　問　

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
・

生
活
保
護
受
給
者
が
亡
く

な
っ
た
時
、
病
院
か
ら
斎

場
、
最
期
の
告
別
へ
の
市

の
関
わ
り
は
。

答 

健
康
福
祉
部
長

生
活
保
護
受
給
者
が
、
葬
送

の
費
用
の
工
面
が
で
き
な
い
場

合
は
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
葬

祭
扶
助
を
適
用
し
ま
す
。

な
お
、
葬
送
を
行
う
者
が
い

な
い
場
合
に
は
、
墓
地
・
埋
葬

等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ

り
、
死
亡
地
の
市
町
村
長
に
実

施
義
務
が
あ
り
ま
す
。

問　

市
斎
場
で
、
通
夜
と
告

別
式
の
な
い
「
直
葬
」
利

用
件
数
は
。

答 

環
境
部
長

平
成
29
年
度
が
54
件
、
今
年

度
は
2
月
末
現
在
で
41
件
で
す
。

問　

直
葬
の
う
ち
、
市
職
員

や
施
設
関
係
者
の
み
の
見

送
り
件
数
は
。

答 

環
境
部
長

平
成
29
年
度
が
10
件
、
今
年

度
は
2
月
末
現
在
で
12
件
で

す
。

問　

生
活
保
護
受
給
者
の
葬

儀
は
、
ど
こ
ま
で
市
職
員

で
対
応
す
る
の
か
。

答 

健
康
福
祉
部
長

身
寄
り
の
な
い
方
の
葬
送
は

社
会
福
祉
課
が
所
管
し
て
お

り
、
納
骨
は
斎
場
が
契
約
し
て

い
る
と
こ
ろ
へ
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

問　

孤
立
・
無
縁
者
の
終
末

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
業
務
の

整
理
の
必
要
性
は
。

答 

健
康
福
祉
部
長

生
前
整
理
の
検
討
が
最
優
先

で
あ
り
、
終
末
期
の
支
援
に
特

化
し
た
業
務
や
関
係
機
関
と
の

連
携
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
質
問

●
国
保
税
で
子
ど
も
均
等
割
額

の
軽
減
を

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
国

保
並
み
の
健
診
に　
　

市主催の終活講座の様子

孤独・孤立死の増加に対する
　　　　　　市の社会福祉の観点は。 
人として尊厳を保って死を迎えることが
大切です。

答
森脇　徹  議員

冷蔵庫に貼って使う
命のバトン

皆様の声を 高島市政に

最期まで人としての

尊厳を守れる市政に




